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論　　文　　の　　要　　旨

　平坦地の大気乱流や大気拡散の特性については，これまでに多くの研究があるが，近年地形が複雑

な地域での大気乱流や大気拡散の特性を解明する必要に迫られるようになった。このような研究に

は，大型風洞を用いる実験が有力な手法と考えられるが，その結果はまだ不明の点が多く，とくに野

外実験との対比による風洞内の現象の再現性には未知の点が少なくない。本研究は気象研究所の大型

風洞を用いて，これらの点を解明し，非平坦地の乱流・拡散の特性を研究するための風洞実験の手法

の確立を試みた。得られた主な結果は次のとおりである。

（1）拡散の相似に必要な大気中の風洞内の乱流の相似は次の条件を満足することによって得られる。

　（・）風速の鉛直分布の一致

　（b）乱流強度の一致

　（・）風洞気流のレイノルズ数をクリティカルレイノルズ数以上に設定する。

（2）乱流の構造が大気中と相似である風洞乱流の時問スケールは大気中での時問スケールのα／βに

縮小される。ここでαは風洞での長さの縮尺率，βは風洞の風速の大気中の風速に対する比である。

（3）非平坦地上の大気申の定常な拡散は，風洞拡散実験で近似的に再現できる。その際，大気中の汚

染濃度分布も風洞内の濃度分布を風向別度数を考慮して重ね合わせることにより得ることができる。

　以上の結果に基いて，地形模型を風洞内に入れて，地形の影響を受けた大気乱流と拡散の特性を調

べ，野外実験の結果と比較した。対象地域は，三方を山に囲まれ，一方だげが海に面したところ（余

部地区），海岸線沿いに山地が走っているところ（島根地区），孤立した山地が平野の中にそびえてい
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るところ（筑波山）の三例を選んだ。その結果，

（1）平均風速の鉛直分布が山地の風上側と風下側で大きく異なる。山の風上側では対数則が成立つ

が，風下側は2層または3層に分れる。

（2）乱流強度は，山の風上側は草原・田園に相当するやや粗面に，風下側は非常に粗な面（都市）に

相当する値となる。

（3）横方向の拡散幅は正規分布で近似できるが，山の風上側では，低い放出源の場合には拡散幅がパ

スキル・ギフォードの安定度Bを示す。．

など，多くの知見が得られた。

審　　査　　の　　要　　旨

　大気境界内の乱流・拡散の研究は，平坦地上については，主要な間題は解明されたと言ってよい

が，地形の影響を受げる非平坦地上では，現象が複雑であるため，近年になってようやく手がつけら

れたと言ってもよい。数値モデルによる研究では，実用的にも無理な点が多く，風洞実験で定量的な

評価ができれば，大気汚染対策や環境アセスメソトに貢献するところが大きい。本研究は著者の長年

の研究の蓄積，とくに気象研究所における最近10年の研究に基づき，複雑地形地におげる大気乱流や

拡散の間題に対する風洞実験の適用に関する多くの知見をまとめたもので，気象学の研究成果として

すく“れているだげでなく，実用的にも，大気環境の保全に貢献するところが多い。

　よって，著者は理学博士の学位を受げるに十分な資格を有するものと認める。
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